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図6.図5に示したAx-o/△fの周波数
変化が△x-o/Af-afbに従うと
して解析した時のbの温度変化
常磁性-スピングラス転移をするFeo.5Mno.5Ti03について､零磁場下での磁気ノイズの
測定が行われており､スピングラス状態でのパワースペクトルS(f)が 1/fに比例す
るという結果が得られている｡上で述べたFeo.58Mno.42Ti03はTN～29K､TRSG～28冗
のリエントラントスピングラスであるが､TNとTRSGが接近していることからT<TRSG
ではスピングラスの性質が強く反映されていると考えれば､Axf/AfとS(f)のf依存
性が対応していることになる｡
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